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医療県⺠
生涯健康記録（ライフログ）の実現
健康管理（セルフコントロール）⽀援

ICTによる⾼度化
診断支援の実現

研究
個別化医療の実現
創薬・医療機器開発
コホート研究

健康経営の実現 (CHO)
労働生産性の向上
ビジネスチャンスの創出

企業

⾏政

介護

ＩＣＴ活用により、個人・患者中心のヘルスケアを実現し、
「健康・安心・幸福」持続社会を構築（するための基盤となるシステム）

ビジョン

ICTによる医療との連携
介護の⾼度化

ヘルスケアＩＣＴの目指す姿

災害対策
感染症対策
緊急時医療

マイME-
BYOカルテ

健康情報等プ
ラットフォーム

ヘルスケアＩＣＴシステム



「マイME－BYOカルテ」 平成28年３月から運用開始

個人の様々な健康情報を一覧で見える化
するアプリケーション



マイＭＥ－ＢＹＯカルテの将来的なイメージ
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マイME-BYOカルテの災害時活用の検討
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○ 避難所などにおいて、医師などが、被災者の方々のお薬の情報や既往歴
を確認したり、支援した内容や今後支援が必要な項目を共有



電⼦⺟⼦⼿帳の取組み
○ パソコンやスマホで健診結果、予防接種記録などを記録・管理できる
「電⼦⺟⼦⼿帳」アプリを市町村と連携して提供
○ アプリの記録は県のプラットフォームに蓄積される



企業のCHO構想（健康経営）でのマイME-BYOカルテの活用

○ 従業員の健診結果等や歩数や体重などの個人のバイタル情報を
「マイME-BYOカルテ」に蓄積、⾒える化
○ 企業は、蓄積した情報を活用し、CHO構想（健康経営）の
取組みを⾏う
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「疲労」の⾒える化モデル事業
○ 企業や団体に疲労やストレスの測定を⾏う機器とプログラムを無償で貸与
○ 測定機器を使⽤して従業員が疲労度等を測定し、測定結果を
「マイＭＥ-ＢＹＯカルテ」に反映



今後の方向性

○ 市町村・企業との連携を強化しながら、
「マイME-BYOカルテ」の活用・普及を図り、
平時における県⺠の未病改善につなげる

○ さらに、「マイME-BYOカルテ」に蓄積されたデータを活用し、
災害対応などの⾏政課題や地域課題の解決、
企業の健康経営の取組みにつなげる

○ こうした取組みにより、
平成28年度１万⼈、
平成29年度５万⼈
平成32年度100万人の登録者を目指す
(マイME-BYOカルテ登録者数）


